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戦況作成者 岩永　孝博

ＫＯＲ ― ＢＲＡ
―

戦況

見出し 後半に強さを見せた韓国がブラジルの猛攻を防ぐ

前半

ＫＯＲのスローオフで始まった。先制したのは、ＢＲＡＮｏ１８のロングシュート。Ｂ
ＲＡは積極的にＫＯＲの高いＤＦの隙間を狙ってポストシュートやサイドシュートで得
点する。５分ＫＯＲの退場からＢＲＡは勢いを増し、ＢＲＡのＧＫＮｏ８７のナイス
セーブもあり開始１０分で５－９とリードする。１１分今度はＢＲＡの退場からＫＯＲ
が速攻やブレークスルーで５連続得点し、１６分１０－９と逆転されたところでＢＲＡ
がタイムアウトをとる。その後試合は一進一退の攻防が続いて行くが、ＫＯＲのＬＷＮ
ｏ７のスカイシュートやＧＫＮｏ１６のナイスセーブなどがあり、試合はＫＯＲがやや
優勢で進んで行き、ＫＯＲ１６－ＢＲＡ１４で前半を終了した。

後半

後半も一進一退の攻防が続き、開始９分まで２点差のままで進む。その後、ＫＯＲの固
いＤＦにＢＲＡのミスがあり、ＫＯＲはそのこぼれ球からの速攻を決め点差を４点に広
げる。ＢＲＡは後半１０分たまらずタイムアウトをとる。ＢＲＡＧＫＮｏ１２のナイス
セーブもあり反撃したいところだが、なかなか逆転できない。後半２０分に入っても２
４－２８の４点差のまま。ＫＯＲ、ＢＲＡ双方とも、相手の退場時にＧＫを下げ、７人
攻撃に出る。ＫＯＲはこの７人攻撃時の得点を着実にものにしていく。ＫＯＲはセン
ターＮｏ２３のゲームメイクも光り、勢いを増していく。ＢＲＡのシュートミスもあり
ＫＯＲはＮＯ７の速攻やＮｏ１１のステップシュートなどでさらに点差を広げていく。
２７－３３のＫＯＲの勝利で終了した。

―
第二延長前半

―
第二延長後半

―

戦況用紙

２０１９年　１２月　　３日　　火曜日 ＃２８

（都道府県名）　熊本県 山鹿市総合体育館

結果

Ａ スコア Ｂ

韓国

７ｍｃ

33

前 半

27
ブラジル

１６　―　１４

後 半

１７　―　１３
第一延長前半

―
第一延長後半


